
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
コ
ー
ト
・
ド
ー
ル

の
緩
や
か
な
斜
面
を
眺
め
つ
つ
、

グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
街
道
を
行
く
と
突
如
、

く
っ
き
り
と
そ
の
姿
が
立
ち
昇
る
。
コ
ル

ト
ン
の
丘
の
超
然
と
し
た
佇
ま
い
。
優
れ

た
コ
ル
ト
ン
の
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
は
折
り

目
正
し
く
背
筋
が
伸
び
、
輪
郭
の
確
か
さ

と
深
さ
、
強
さ
を
併
せ
も
つ
。

　

コ
ル
ト
ン
の
帝
王
。
そ
の
異
名
を
取
る

の
が
メ
ゾ
ン
・
ル
イ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
だ
。

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
で
最
大
規
模
の
グ
ラ
ン
・

ク
リ
ュ
所
有
者
は
、
と
り
わ
け
コ
ル
ト
ン

と
所
縁
深
い
。
ま
ず
は
、
偉
大
な
白
ワ
イ

ン
、
コ
ル
ト
ン
・
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の

揺
籃
に
寄
与
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
フ
ィ
ロ

キ
セ
ラ
に
よ
り
ブ
ド
ウ
畑
が
壊
滅
的
に

な
っ
た
と
き
、
当
時
の
ル
イ
・
ラ
ト
ゥ
ー

ル
４
代
目
は
従
来
の
ア
リ
ゴ
テ
や
ピ
ノ
・

ノ
ワ
ー
ル
で
は
な
く
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
を
植

え
る
と
の
英
断
を
し
た
。
社
長
の
フ
ロ
ー

ラ
ン
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
は
当
時
の
逸
話
に
つ

い
て
こ
う
語
る
。

 「
多
く
の
ブ
ド
ウ
品
種
を
植
え
て
観
察

し
、
最
終
的
に
す
べ
て
シ
ャ
ル
ド
ネ
に
し

た
の
は
20
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
。
決
し
て

簡
単
な
選
択
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

そ
し
て
ル
イ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
の
シ
ン
ボ

ラ
イ
ズ
な
赤
と
い
え
ば
、
シ
ャ
ト
ー
・
コ

ル
ト
ン
・
グ
ラ
ン
セ
イ
。
ブ
レ
サ
ン
ド
、

ペ
リ
エ
ー
ル
、
グ
レ
ー
ヴ
、
ク
ロ・デ
ュ・

ロ
ワ
、
シ
ョ
ー
ム
を
別
々
に
熟
成
後
、
最

高
の
樽
を
選
び
、
ブ
レ
ン
ド
す
る
。

 「
コ
ル
ト
ン
は
位
置
的
に
コ
ー
ト
・
ド
・

ボ
ー
ヌ
の
ミ
ネ
ラ
ル
と
力
強
さ
、コ
ー
ト・

ド
・
ニ
ュ
イ
の
エ
レ
ガ
ン
ス
と
な
め
ら
か

さ
、そ
の
両
方
の
長
所
を
も
っ
て
い
ま
す
。

5
つ
の
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
を
混
ぜ
た
こ
の

銘
柄
は
、
コ
ル
ト
ン
の
丘
の
テ
ロ
ワ
ー
ル

自
体
を
表
現
し
て
い
る
の
で
す
」。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
風
格
を
体
に
ま
と
う

フ
ロ
ー
ラ
ン
。
彼
が
つ
ね
に
希
求
す
る
の

は
「
伝
統
と
革
新
」
だ
。
48
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
自
社
畑
は
現
在
は
す
べ
て
有
機
栽
培
に

切
り
替
わ
り
、
来
年
に
は
認
証
取
得
予
定

だ
。
ま
た
シ
ャ
ブ
リ
の
シ
モ
ネ
・
フ
ェ
ブ

ル
を
購
入
、ク
レ
マ
ン
も
手
が
け
て
い
る
。

 「
私
た
ち
は
創
業
か
ら
2
0
0
年
以
上
、

家
族
経
営
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
自
社
で

製
樽
施
設
も
も
ち
、
何
事
も
手
仕
事
で
行

な
う
ア
ー
テ
ィ
ザ
ナ
ル
な
精
神
が
誇
り
で

す
。
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
に
限
ら
ず
、
村
名

や
幅
広
い
Ａ
Ｏ
Ｃ
も
も
つ
こ
と
か
ら
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
の
〝
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の

窓
口
〞に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。

　

そ
ん
な
彼
は
、
1
7
9
7
年
創
業
と
い

う
長
い
歴
史
を
誇
る
メ
ゾ
ン
の
誉
れ
や
役

割
に
も
自
覚
的
だ
。「
コ
ル
ト
ン
の
風
景

を
守
る
会
」
で
は
樹
木
を
植
え
て
生
け
垣

を
作
り
、
生
物
多
様
性
を
保
持
す
る
。
さ

ら
に
「
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
財
団
」
で
は
、

38
の
ト
ッ
プ
生
産
者
が
共
同
研
究
を
行
な

う
。果
粒
が
小
さ
く
バ
ラ
房
の
最
良
の
樹
、

地
球
温
暖
化
に
向
く
樹
な
ど
を
選
抜
。
ま

た
ピ
ノ
・
フ
ァ
ン
と
い
っ
た
品
種
も
保
護

す
る
。
ル
イ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
る
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
全
体
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る

取
り
組
み
も
ま
た
続
い
て
い
く
。

ブ

［お問い合わせ先］ エノテカ株式会社　フリーダイヤル0120-81-3634　https://www.enoteca.jp

1891 年、ラトゥール家がシャ
トーと醸造所を購入した際の所
有者の名前をその名に冠する。
平均樹齢40年以上のブドウを
使用。成熟が完璧な年のみ生産
される。グロゼイユやリコリス
の香り。芳醇な果実味は透明感
に包まれて重心高く、そこに複
雑味や質の高いなめらかなタン
ニンも加わる。（27,500円）

ハーバード大学でMBAを取得、ビジネススクールHECパ
リ校卒。米・仏でテクノロジー業界に勤務。2022年、ラ
トゥール家11世代のメゾン・ルイ・ラトゥール社長に就任。
12世代の姪で副社長のエレオノールとメゾンを運営。

（上）自社畑は48ha、そのうち27haが特級畑。2010年代始めからサステイ
ナブルを意識し、少しずつ有機栽培へと変換。殺虫剤や除草剤は使わず、ブド
ウの皮や枝で作った自家製堆肥を使用。ブドウのフェノールの成熟度が高まっ
た。（下）コルトンに位置するシャトー・グランセイとその醸造所。

フローラン・ラトゥール

コルトン・シャルルマーニュ
グラン・クリュ 2020

Corton Charlemagne 
Grand Cru 2020

Florent Latour

Maison Louis Latour
Photo : Bungo Kimura (bottle, portrait)   Text : Minako Toriumi

コルトンの老舗
未来へとつなぐ伝統と革新

メ ゾ ン・ル イ・ラト ゥ ー ル

その創業から、約220年。ブルゴーニュ最大規模のグラン・クリュ所有者であり、
120以上のアペラシオンを有する、誰もが知る大メゾン。その挑戦はコルトンから始まった。
改めてルイ・ラトゥールとコルトンとの関わり、その味わいの魅力をひもとくと同時に、
長い歴史を有する名士が、かの地ブルゴーニュで果たす役割についても語った。

10.5haの所有はコルトン・シャ
ルルマーニュ最大。石の多い石
灰岩土壌。丘の中腹の一等地に
あり、南東向きの畑は太陽光の
恩恵を存分に受けることができ
る。花、白桃、ヘーゼルナッツ
やバニラの香り。リッチで肉厚
な果実味だが、後味には上品な
酸が現れ、バランスよくまとま
る。新樽100％。（55,000円）

コルトン グラン・クリュ 
シャトー・コルトン・グランセイ 2019

Corton Grand Cru 
Château Corton 
Grancey 2019

91 90


